
 

森林計画学会２０１２年度総会報告 

 
日時：2012 年３月２９日 
場所：宇都宮大学 
 
2011年度事業報告 

 溝上事務局長から以下の通り報告があり、了承された。 
1. 静岡大学で開催予定の総会が中止となり、郵送等により総会案件の審議を行った(4 月 15

日～28 日)。 
2. 夏期セミナーとして IUFRO国際シンポジムFORCOM2011を三重大学にて開催した(９

月 25 日～30 日)。 
3. 学会誌（和文誌 42 巻 2 号、43 巻 1 号・2 号、44 巻 1 号・2 号、英文誌 Vol.17、No.1・

No.2）を発行した。 
4. 学会ニュースを発行した（2011 年度 1 号～4 号）。 
5. 国立情報学研究所のサービス停止に伴い学会ホームページを民間サーバへ移転した。 
6. 国立情報学研究所・電子図書館（CiNii）を利用した学会誌のインターネット公開を進め

た。 
7. 日本農学会に参加し、役員として評議員・白石則彦氏、運営委員・吉本敦氏が参画した。 
8. JABEE（日本技術者教育認定機構）に参加した。 
9. 森林・木材・環境アカデミーに参加した。 
10. 2011 年度森林計画学会賞の選考を行った。 

【森林計画学賞】 
受賞者：佐野 真琴(森林総合研究所) 
受賞業績：Using landscape metrics and topographic analysis to examine forest 

management in a mixed forest, Hokkaido, Japan: Guidelines for management 
interventions and evaluation of cover changes 

発表媒体：Forest Ecology and Management 257: 1208-1218, 2009 
 
受賞者：美濃羽 靖(京都府立大学) 
候補業績: Verification for generalizability and accuracy of a thinning-trees selection 

model with the ensemble learning algorithm and the cross-validation method  
発表媒体: Journal of Forest Research 13: 275-285, 2008 

  
【黒岩菊郎記念研究奨励賞】 
該当者なし 
 

11. 関連する研究集会・シンポジムを共催した。 
FORMATH International FORUM - Forest Resource Management: Practices and 

Solution Techniques – （2011 年 11 月 21 日～22 日、政策研究大学院大学） 
森林資源管理と数理モデル 国際シンポジウム- FORMATH RYUKYUS 2012 - 

（2012 年 3 月 17 日～19 日琉球大学） 
12. 理事会の開催 

E-mail 等により理事会ならびに理事懇談会を合計９回開催し、本会の運営に関わる重  

要事項を審議した。 
第１回理事会（九州大学）  2011 年 7 月 4 日 今後の運営方針等について 



第２回理事会（メール審議） 2011 年 10 月 7 日から 14 日 学会誌のネット公開について 
第３回理事会（メール審議） 2011 年 10 月 20 日から 28 日 会費等の改定について   
第４回理事会（メール審議） 2011 年 12 月 20 日から 26 日 民間サーバへの移転について 
第５回理事会（メール審議） 2011 年 12 月 29 日から 2012 年 1 月 10 日 会費等の改定について 
第６回理事会（メール審議） 2011 年 1 月 5 日から 13 日 学生奨励賞の設立について 
第７回理事会（メール審議） 2012 年 1 月 17 日から 20 日 各委員会委員の承認について 
第８回理事会（メール審議） 2012 年 3 月 10 日から 13 日 学会賞の選考について 
理事懇談会（三重大学）    2011 年９月 27 日 会計制度等について  

 
2011年度会計決算報告 

光田会計担当理事より別表の通り報告があり、了承された。 
 

2011年度会計監査報告 

國崎、藤原両監事より会計監査の結果、学会の会計は問題ない旨の報告があり、了承さ

れた。 
 

2012年度事業計画案 

 溝上事務局長より以下の通り計画案が示され、了承された。 
1. 春季国際シンポジムおよび総会を宇都宮大学において開催する（3 月 29 日)。 
2. 夏期セミナーを東北大学川渡フィールドセンターにて開催する(8 月 29 日～31 日予定)。 
3. 日本・韓国・台湾の国際共同シンポジウムを開催する（9 月 12 日～14 日予定)。 
4. 学会誌（和文誌 45巻 1号・2号、46巻 1号・2号、英文誌Vol.18、No.1・No.2（FORCOM2011

特集号））を発行する。 
5. 学会ニュースを発行する。 
6. 学会ホームページを管理運営する。 
7. 2012 年度森林計画学会賞を選考する。 
8. JABEE（日本技術者教育認定機構）に対応する。 
9. 森林・木材・環境アカデミーに対応する。 
10. 日本農学会に参画する。 
11. 学会プロジェクトを推進する。 
12. 関連する研究集会・シンポジウムなどを支援する。 
 

2012年度会計予算案 

光田会計担当理事から以下の通り予算案について説明があった。和文誌の刊行予定につ

いて修正の必要性が指摘され、該当部分について修正することを条件に了承された。（修正

された予算案は別表の通りである。） 
  

会費等の改定について 

まず、光田会計担当理事から会費等の改定案について説明があり、以下の３点が了承さ

れた。 
１．学生会員の会費無料化（平成 23年度からの適用） 

２．和文誌別刷り購入義務および英文誌掲載料の撤廃（和文誌 Vol.46、英文誌 Vol.18か

らの適用） 



３．機関会員の導入（平成 24年度からの適用） 

次に、上記の改定に伴う、以下の会則変更が提案され、了承された。また、和文誌別刷

り購入義務および英文誌掲載料の撤廃に伴って、投稿規程や内規の改定を行う旨の報告が

あった。 

 
会則第３条（会員） 
【変更前】 
本会の会員は名誉会員，正会員，学生会員，海外会員，ならびに購読会員からなる。 
会員は会則第２条に示す諸事項に関心をもち，本会の趣旨に賛同する者とする。 
名誉会員は本会の発展に関して特別な功績があった者として理事会が推薦し，総会におい

て認められた者とする。 
海外会員は日本国外に 在住し，英文誌のみを購読する個人とする。 
購読会員は本会の趣旨に賛同し会誌を購読する機関とする。 
 
【変更後】 
本会の会員は名誉会員，正会員，機関会員，学生会員，海外会員，ならびに購読会員から

なる。 
会員は会則第２条に示す諸事項に関心をもち，本会の趣旨に賛同する者とする。 
機関会員は本会に登録された機関に所属する者とする。 
機関とは大学や研究機関における研究室や一般企業における部署等を意味する。 
会員は機関およびその所属者を申請し，理事会の承認を経て機関会員として登録される。 
学生会員は会員のうち学籍を持つ者および非正規な雇用形態にある者とする。 
ただし，学生会員としての登録にあたっては，身分確認のために正会員もしくは機関会員

の保証人を必要とする。 
なお，学生会員に対しては雑誌の送付は行わない。 
名誉会員は本会の発展に関して特別な功績があった者として理事会が推薦し，総会におい

て認められた者とする。 
海外会員は日本国外に在住し，英文誌のみを購読する個人とする。 
購読会員は本会の趣旨に賛同し会誌を購読する機関とする。 
全ての会員は本会の開催する企画において設定された優待措置を受ける権利を有する。 
 
会則第９条（会費） 
【変更前】 
本会の会費は以下のように定める。 
１．正会員の会費は年額 8,000 円とする。 
２．学生会員の会費は年額 2,000 円とする。 
３．海外会員の会費は年額 2,500 円とする。 
４．名誉会員は会費を免除する。 
５．購読会員は，会誌を所定の金額で購入する。 
 
【変更後】 
本会の会費は以下のように定める。 
１．正会員の会費は年額 8,000 円とする。 
２．機関会員の会費は１口につき年額 30,000 円とし、１口あたり３名までの正会員登録が

可能とする。 
３．学生会員の会費を免除する。 



４．海外会員の会費は年額 2,500 円とする。 
５．名誉会員は会費を免除する。 
６．購読会員は，会誌を所定の金額で購入する。 
 
なお、これらの改定により学会誌発行の正常化が担保されるかどうかを懸念する意見が

出された。これに対して、学会誌発行の正常化・迅速化の取り組みについて編集委員会お

よび事務局より説明があり、その取り組みを広く会員に周知すべきとの意見も出された。

また、雑誌のページ数増加による会計の圧迫が懸念されるという意見が出され、これに対

しては、当面は膨大な繰越金を利用して工面することで対応する、将来的にはオンライン

ジャーナル化による経費節減を議論していくとの回答があった。その他、機関会員の名称

や雑誌が入手困難な学生会員に関する意見が出されたが、当面は提案通りでいくことが了

承された。 
 
各委員会報告 

 企画運営委員会（吉本理事）、和文誌編集委員会（近藤理事）、英文誌編集委員会（井上

理事の代理として近藤理事）、表彰委員会（平田理事）、広報委員会（齋藤理事）より活動

状況報告があり、そのなかで、学生賞奨励賞が創設される旨の説明があった。 



2011年度森林計画学会決算案（収入の部）

科　　目 細　　目 内　　訳 予　算　額 決算額 備　　　考

会費 3,463,600 2,362,200

正会員 2,616,000 1,704,000

本年度分 1,480,000 928,000 109名（過払い56,000円を含む）

未納分 1,136,000 776,000

学生会員 134,000 18,000

本年度分 76,000 6,000 ３名

未納分 58,000 12,000

海外会員 45,000 10,000

本年度分 22,500 2,500 １名

未納分 22,500 7,500

購読会員 668,600 630,200 23機関（和24部、英14部）

和文誌　 未納分 20,000 0

42巻2号 130,000 94,800

43巻1号 130,000 100,800

43巻2号 130,000 100,800

44巻1号 130,000 100,800

44巻2号 100,800

英文誌　 未納分 63,600 71,100

Vol.16 No.2 32,500 31,800

Vol.17 No.1 32,500 29,300

和文誌収入 1,200,000 482,500

別刷代 1,200,000 482,500

バックナンバー

英文誌収入 2,224,200 489,000

掲載料 900,000 426,000 Vol. 16(1), (2), Vol.17(1)

掲載料 特別号 63,000 63,000 特別号カラー印刷費

印刷費 特別号 1,261,200 0

バックナンバー

寄付・助成等 10,000 5,000

助成金収入 春期シンポ助成 10,000 5,000

雑収入 18,500 18,418

利息 500 339

複写権使用料 15,000 15,979

通常許諾料 3,000 2,100

収入小計 3,357,118

繰越金 1,720,808 1,720,808

合計 8,637,108 5,077,926

会員数の動向

種別 2012年2月29日 2011年2月28日 2010年2月28日 2009年2月28日

　　正会員 174 188 192 189

　　学生会員 36 40 38 38

　　名誉会員 6 6 6 6

　　海外会員 9 9 7 8

　　購読会員 23 24 24 26

　　計 248 267 267 267



2011年度森林計画学会決算案（支出の部）

科　　目 細　　目 内　　訳 予　算　額 決算額 備　　　考

和文誌発行費 3,020,000 932,363

印刷費 2,800,000 788,985 42巻2号,43巻1号,4３巻2号,44巻1号,44巻2号

発送費 120,000 142,080

編集費 100,000 1,298

英文誌発行費 2,994,200 549,235

印刷費 1,500,000 433,650 Vol.16-2,Vol.17-1

印刷費 特別号 1,324,200 63,000 Vol.16-Special Issue（カラー印刷費のみ）

発送費 120,000 48,545

編集費 50,000 4,040

学 術 振 興 費 143,900 83,600

春期ｼﾝﾎﾟ経費 60,000 0 会場費、謝金など

農学会関係費 農学会分担金 43,900 43,600 2011年度

JAFEE関連 20,000 20,000 森林・自然環境技術者教育会（2011年度）

20,000 20,000 2010年度，2011年度

事   務  局  費 145,000 95,995

消耗品費 10,000 6,380 封筒など

通信費 20,000 12,325 送料、webページ管理費など

会議費 15,000 0

ニュース 30,000 38,010 送料

諸手数料・雑費 20,000 20,380 送金手数料，振替手数料

印刷費 50,000 18,900 封筒1500部

出版局費 0 0

書籍JANコード 0 0 有効期間2011年2月〜2014年1月（3年）

支出小計 1,661,193

2,334,008 3,416,733

合　　　計 8,637,108 5,077,926

平成23年度森林計画学会学会賞基金決算案

予　算　額 決算額

学会賞基金 繰越 1,024,226 1,024,226

寄付 1,000,000 南雲名誉会員より寄付

学会賞記念品代 (50,000) (56,495) 2010年度学会賞賞状および記念品

合　　　計 974,226 1,967,731

森林・木材・環境アカデミー分担金

次年度へ繰り越し



2012年度森林計画学会予算案（収入の部）

科　　目 細　　目 内　　訳 予　算　額 備　　　考

会費 1,311,400

正会員 880,000 110名

本年度分 880,000 8,000*110（2011年度実績による）

未納分

学生会員 26名

本年度分 学生会員の会費免除

未納分

海外会員 22,500 9名

本年度分 22,500 2,500*9

未納分

購読会員 408,900 22機関（和23部、英14部）

和文誌　 未納分

45巻1号 105,000 21部（2011年度実績による）

45巻2号 105,000

46巻1号 105,000

英文誌　 未納分

Vol.17 No.2 31,300 13部（2011年度実績による）

Vol.18 No.1 31,300 （割引販売分も含む）

Vol.18 No.2 31,300

和文誌収入 324,000

別刷代 324,000 45巻1号,45巻2号

バックナンバー （１号につき10ページの論文が３報で計算）

英文誌収入 380,000

掲載料 180,000 Vol.17-2

（１号につき10ページの論文が３報で計算）

特別号印刷費 200,000 Vol.18-2 FORCOM2011特別号

バックナンバー

寄付・助成等 5,000

助成金収入 春期シンポ助成 5,000

雑収入 18,500

利息 500

複写権使用料 15,000 学術著作権協会

通常許諾料 3,000 科学技術振興機構

収入小計 2,038,900

繰越金 3,416,733

合計 5,455,633



2012年度森林計画学会予算案（支出の部）

科　　目 細　　目 内　　訳 予　算　額 備　　　考

和文誌発行費 1,130,000

印刷費 800,000 45巻1号,45巻2号,46巻1号,46巻2号

発送費 320,000 （2011年度実績より１冊20万円で計算）

編集費 10,000

英文誌発行費 610,000

印刷費 400,000 Vol.17-2,Vol.18-1

特別号印刷費 200,000 Vol.18-2 FORCOM2011特別号

発送費 0 （和文誌と併せて発送）

編集費 10,000

学 術 振 興 費 83,900

春期ｼﾝﾎﾟ経費 10,000 会場費など

農学会関係費 農学会分担金 43,900 2012年度

JAFEE関連 20,000 森林・自然環境技術者教育会（2012年度）

10,000 2012年度

事   務  局  費 95,000

消耗品費 10,000

通信費 20,000

会議費 15,000 理事会、総会教室使用料含む

ニュース 30,000 送料

20,000 送金手数料，振替手数料、アルバイト

印刷費 0

出版局費 0

書籍JANコード 0 有効期間2011年2月〜2014年1月（3年）

支出小計 1,918,900

3,536,733

合　　　計 5,455,633

平成24年度森林計画学会学会賞基金予算案

学会賞基金 繰越 1,967,731

学会賞記念品代 (50,000) 2011年度の賞状、記念品

合　　　計 1,917,731

次年度へ繰り越し

森林・木材・環境アカデミー分担金

諸手数料・雑費
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